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問
題
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關
し
て
、
世
界
的
名
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を
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デ
學
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ョ
ン
•
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ー
ナ
ー
ド
•
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ン
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^
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^
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理
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敍
述
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 Treatise  on  M
oney  :

ど
題
す
る
、
上 

下
ニ
卷
に
百
一
る
勞
作
は"

幾
分
冗
漫
ビ
想
は
し
さ.
撒
は
存
す
る
が
、
近
代
に
於
け
る
金
融
論
中
^
あ
っ
て
、
燦
然
/2 

一
る
i
輝
を
'放
つ
' 
名
著
た
る
乙

ビ

は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。：
ピ
グ
ゥ
敎
授
は
、
ヶ
ー
ン
ズ.
の
硏
究
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最
も
偉
大』
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:t
:
、

;i
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最
も
暗
示
に
富
ん
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勞
作
で
あ
る
'VJ
論
述
し
て
ぬ.
る
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確
か
^
該
硏
究
は
、
幾
多
の
驰
^

於
て
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リ
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ァ
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以
後
漱
現
ば
れ
た
る
、
諸
著
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^
あ
っ
て
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も
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敏
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勞
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满
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す
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ニ
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'ヶ
I

ど
ズ
ば
貨
幣
價
値
論
、
壶
：び.
に
中
央
鈒
行
^
依
0
._て
絲
制
^
れ
る
、
慎
格
論
を
、
最
大
の
興
味
^
、
彼
獨
得 

の
筆
致
ど
を
以
て
lIJ
nr
述
し
て
ゐ
る
。
ff
i
に
：彼.
は
前
著『

貨
幣
改
革
間
題』

§
 
>'
 
.
中
^
表
明
せ
る
如
く
、
舊
來
.の
貨
幣 

數
量
說V」

,

其
の
見
解
を
異
に
し
て
、
费
消.
の
目
的
並
^
k
、
其
の
I過
程
の
動
態
的
硏
究
k
依
々
、
物
價
水
準
を
理 

r

せ
ん
^
し
て
ゐ
る
。
斯
か
る
試
み
は
、.
*
く
は
ジ
ョ
ンv

ス
チ
4
7
1ト
•
ミ
^

近
く
は
ホ
オ
ト
レ
ト
、：
ロ 

V
I

ト 

ソ
ン
等(

独
1ー> 
の
貯
觜
過
剩
論
者
ヒ
呼
ば
れ
る
所
の
、
學
者
に
依
っ
て
腊
示
3
れ
た
る
見
解
で
あ
る
。

ヶ
ー
シ
ズ.
の
金
融
规
論
の
中
心
は
、.
貯
蓄
の
投
資
^
對
す
る
關
係
の
理
論
で
あ
っ
て
、
蕭

論

の

根

本

麗

は

、
 

取
に
貨
幣
の
梟
轉
數
ど
、
其
れ
^
ょ
っ..
て
取
引
せ.
ら
：る
'>

財
實.
の
數
最
ヒ
f
の.
關
係
^

ょ
3
、
'靜
態
的
に
物
價
水
準
を 

表
示
す
る
方
程
式
を
、
構
成
せ
ん
ぐ
し
す
る
k
非
ず
し
て
、
其
の
中
に
包
含.
せ
ら
れ
2

論
喪
素
を
分
析
し
、
以
で
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格
決
定
の
根
本
過
程
、
並
び
k

1

均
衡
狀
態
ょ
气.
他
の
均
衡
狀
態
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の
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動
過
f
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動
態
的
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明
せ
ん
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る
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即
ち
經
濟
生
活
の
极
本
的
事
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は
、
：勞

働

豫

盎

费
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に
し
て
、其
の
他
S
 

經
濟
的
意
義
を
有
す
る
が
故
^
、
貨
幣
價
値
出
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の
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標
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は
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幣
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支
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向
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焚
し
得
る
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の
取
位
に
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て
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地
入.
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る
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勞
働
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取
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つ
て.
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の
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货
粧
は
其
；の
交
换
價
値
、

ij
l
ち
そ
の
，腿
質
し
相
る
も
の
の
效

;«
ょ
リ
發
生
す
る
も
の
以
外
に
は

■、貨
般
そ
の
も
の

^:
し
て
'は
.何
等
の
效
用 

も
な.
い』

v
«

ヶ

ー
シ
ズ
：
の
言
葉
で
あ
；

が

、
焚

際

®
人
の
^

幣
を
所
狩
す
る
は
.
、
其
の
職
賀
カ
の
爲
で
あ
つ

.
て
、
貨
幣
其
の
も
の
の
爲
め 

で
は
な
‘ 
o .

而

し

て

、

现
代
，費

本

虫

義

社

; #
に
於
：て、' I:

般
腿
質
力
保
持
の
唯
一
の
形
態
は

*

幣
で
あ
つ
て
、
他
の
何
き
で
も
な
い

o
從 

っ
て
、
齊

論
.
货
胳
の
雙
ヵ

^
云
ふ
時
似

、

1
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M
.
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^

^

®
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^̂

Ŵ
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勤
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5
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.
マ
>

シ
ャ
少
に
ょ
れ
ば

『

ナ
般
臃
買
'カ
な.
る
|!
1
語
は
、
矜
通
合
理
的
：に
は

*
货
^

が
：
ー
國
に
於
て
、
.
^
際

消

赀

さ

れ

る

割

合

で

以

て

货

物 

を
職
買
す
る
カ
を
窩
味
す
る
賢
な
す
ヮ
ハ

-̂
^
玲
^
已

マ

ッ

辱

ロ

^
/
^
を

い4
 
I

V

ズ
は
妓
R

於
^

、
財
貨
を
消
®,

財̂

投
資
財
：？
に
分
離
1>

、
且
つ
貨
幣
所
得
?:

ば
、
消
費
せ
ら
る
べ
さ
も 

の
ビ
、
貯
蔷
せ
.

ら̂

べ
&.
:̂

の

區

分
1̂

て'
ゐ「

る
。
此
の
圓
分
の
主
た
る
0

的
：は
：、'
社
會
ヴ
總
所
得
：

(

璧

〕

マ

」

生 

產
M

高
ビ

の
此
率
1

係̂

ょ
.っ
て
消
费
則
の

物
價
水
準
を
說
叨
す
る
に
ぁ
る
。，
即
ち
、
生
產
費
k

よ
つ
て
称
量
せ 

ら
れ
：た
る
坐
：產
物
が
、'
斯
#-

を
消
費
ビ
貯_

^

區
分
す
る
ビ
同
7
.

割
合
ヒ
以.
て
、
消
费
财̂

投
資̂

ど̂
^

^

れ
る
も
?

せ

ば;.
»
僧
費
財
の
#

價
水
準
は
、へ
其
の
生
産
#

ミ
均
衡
を
保
つ.
も
の
で
あ
る
。
S

S

併
し
乍
ら
此
の 

場
合
、.
若.
し
兩
者
が
：

同
；：

一,
此
例
を
以
：て
配
分
せ
ら.
れ
ざ
る
令
の.
ビ
せ
ば
、
消
費
財.
の
物
價
水
準
は
、
其
の
生
產
费
か 

ら

離

反

す

る

も

の

：
で

あ

る

，
。
：然

れ

r

も
、

v

此
の.
關
係
? :
最
も
錯
絵
せ
し
む
る
所
の
も
の
は
、
總
所
得
が
消
費
財
^
對 

し
て
11
?>
^
费
^
れ.
名
^

の
で
^
な
ぐ
、
，總
生
產
物
が
現
 ̂

で
^
な
い
ヾ」
云
ふ 

乙
ど
で
あ
る
。
今
社
會.
の
所
得
高
並
び
に
生
產
高
、を
一
定
マ」

假
定
せ
ば
、
.

貯
蓄
の
增
大
は
、
必
然
的
^
消
費
に
向
け 

ち
る
ベ
き
所
#
;?
:
?

>

生
遠
的
授
資
財
の
生
産
費
の
撥
大.
は
、
現
實
の
洤
«

量
を.
增
大
す
る
こv

な
く
、
相
對
的 

に
所
得
高
? :
增
大
'す
る
も
：の
：で
あ
る
。：：但
し.
此
の
場
合
、
投
資
財
中
に
>:
廁
定
資
本
、「

生
產
行
程
中
に
あ
る
財
、
並 

び
^
完
成
品
ス.
ト
ッ
ク
#
、.

凡
て
の
非
利
用
財
? :
包
插
し
て
ゐ
る
0 

-Jk
M.
の
結
果.
投
資
^
#
ぼ
物
儐
^ :
騰
貴
せ
し
め
、.貯
蓄
過
剩
は
物.
價
を
卞
落
‘せ
し
lr
る.
も.
の
で.
あ
，る
。
#

つ
て
、
 

汴
r
A
の
物
價
水
V
2:.
安
定
せ
し
む
へ
き
唯
一
の
，條
件
は
、
能
率
所
得(efK

d
en

cyleatn
in

g
sv

即
ち
、
取
位
生
產
吻 

の
生
產
費
がT

定
な
々
年
せ
ば
、
貯
蓄.W

投
資
ミ
を
.等
量
な
ら
し
む
る
こ
ど
で
あ
る
。
玆
R
於
て
、
ヶ
I
シ
ズ
は
»
 

幣
の
數
量
を
調
節
レ
、
欲

赢

蓄

、：

投
資
を
等
量
な
ら
し
む
る
i

は
、

一k
銀
行
制
度
の
糧
k
依
ら
ざ
る
を
學 

な
い

i

し

，

_

行
の
金
利
政
策
2

故
し
で
ゐ
る
。

以
上
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®
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ヶ
ー
ン
ズ
疆
■
念
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一
一M
A
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■

し
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■
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火
ヶ
丨
ン
ズ
の
金
融
理
論
の
根
幹
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ニ
^
^
这

曼

自

蒼
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^

に
現
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れ
た
る
ヶ
ー
ン
ズ
の
金
融
理

^

^

笫

四

號

ニ

ー

四
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ヶ

ー

ン

ズ

は

，

.c
t
)

社
會
に
於
け
る
貨
幣
所
得
、
.(

ニ)

生
鹿
諸
要
素
ょ
リ
の
收
益
、

Q
o

生
產
毁
の

£H
渚
を
同
一
槪
念
ミ
解
釋
し
て
ゐ

る

。
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..
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L
;
:
:
.
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i:
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■

二 

、 

ノ

:

佝
彼
れ
は
、
所
得
の
中
に
次
の

..
諸
項
目
を
包
含
.
さ
せ
て
ゐ
る
。

.

a

俥
給
、
貨
銀
及
び
終
局
に
於
て
、

&
產
諸
要
素
の
報
償
名
し
て
支

.
拂
ふ
此
の
他
の
支
出
及
.
び
失
業
手
常

0 

.

b

企
業
家
の
正
常
收
益
。

C

資
本
利
子C
外
國
投
資
.
の
利
子
を
舍
む

：1  

-

>
.

正
常
の
亂
占
利
益
、
地
代
丼
の
他
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:
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定
期
間
^
於
け
る
社
會
の
總
貨
幣
所
得
?
£.
3
0
3
7-
5*
8
日
？
^

1
:
1
1
0

 

co
m

m
u
n
ity)

若
し
く
は
、
社
# 

所
得
の
總
景(to

tal  

Earn
in

g
s  

o
f  th
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此
：の
故.
^
、
消
费
則
の
生
靡
铉
販
賣
上
の
利
潤
は
、
新
投
資
財
の
原
價
ど
貯
蓄
芝
證
等
し
く
、(Q

へ"J、 

丨S
)

貯
蓄
が
新
投
資
の
原
便
f

大l
s

(
r

<
s

)

に
は
利
S

は
負
数
ど
f

、
新
投
資
’の
原
價
が
I

よ 

大
な
るJ

合(I>
.s〕k

は
ネ
浪
仏
は
正
数
ど
营
。
爾
總
生
産
物
の
利g

鐾

Q
は
、
新
投
資
の
價
管
貯
蓄
ど 

の
f
.
等
し
く(.Q

=
I-S

好
蒙
投
資
の
價
値
よ
6.
大

窘

場

合(

I
A
S〕

k
は
利g

q

は
S

I

へ
投
資
の 

偾
値
が
貯
蓄
よ
6
大
な
る
^
&(

1>
5)

利
澗
0?
は
疋
數
ど
な.
る
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:
■

ケ
丨
ン
父
は
S

於
て
、
上
述
の
基
本
第一

方

襲

5

£

本
第
二
方
程
式
を
次
の
如
く
書
き
替
へ
て
I

。

.......:

':
■ 

I
.
.
. 

.

.

.

.

.

一
.

：

.

.
丨

.
;―

■

!
―

UMIM
M
iW
i
U
M
i
M
B
M
a
i

一

II=1111
蜃 III 
雪

一
圓
ー
言
,
-
^
—
.
.

〗

-!
!
.
.
. 

一..

利
潤
率,

ヒ..の
|0
K
等
し
く
、；
且
つ
總
生
逄
物
の
物
價
水
準
デ
は
同
*H

、；̂

產
要
素
の
所
：得
率
挪
ど
：、
總
注
產
物 

の
單
位
利
胸
率-
^
芩
の
和
^
等
し
い
在
石
ふ
^
^
を

表

示

^

て

ゐ

名

タ

ハ

茳 

勿
論
上.
述
の
方
程
式
は
舊
來
の
貨
幣
數
量
說
<2
何
等
異
な
る
：所
の.
な
1/
>,
，
單
な
る
等
式
，で
あ
つ
て
、
其
れ
の
み
に 

て
：ば
、
實
際
政
策
上
に
寘
接
利
用
し
#
な
か
ミ
^
は
明
で
あ
る
が
、
：物
價
變
動
の
因
果
關
係
を：

表
示
す
る
k
際
し
、
 

實
際
社
會
の
幾
多.
の
事
實
k
依
0:
て.
、：'
各
種
要
素
を
分
析
配
列
し
た
る.
點
に
於
て
は
、.，重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の 

ど
云
は
ざ
る
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得
な.
；
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こ
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ヶ
1

シ

ズ

は
利
澗
を
巧
他
のJ

.

般
所
得W

異
な
れ
る
、
或
る
特
異
點
：を
有
す
る
も
の
^
し
て
、

所
得
夺
の
も
の
.か 

S
分
離
し
て
ゐ
る
。
若
し
企
業
家
が
其
の
：利
潤
の
ー
部
を
、
活
動
消
費
財
購
入
に
；振
4
向
<

る
¥
せ
ぱ
、
斯
く
費
さ 

れ
た
る
利_

の
高
^
全
义
等
量
な
る
利
潤
の
增
铷
が
”
流
動
消
费
財
の
賣
上
萵
の
上
に
現
は
れ
る
ァ
即
^

に
#
べ'ぱ
^
斯
か
5:
出
»

は
其
れ
だ
け
；貯
：蓄
の
«

少
を
來
す

が

故

k

、：.
::
-
F
ど.
3
^
の
差
を
大
な
も
じ
む
る
z
€

、
な 

ぶ
。.
此
0
故
^
、
.-
•
企
業
家
が
其
：：の
利
潤
0
如
何
^
多
額
^
消
費
す
る
も
、
一
企
業
家
階
級
k
屬
す
る
富
、，
即
ち
新
資
本 

の
增
加
は
前
：̂
全
然
同
|
額
で
あ
つ
て
、，
何
等
の
» -
化
も
生
じ
な
い
。：
從
づ
で
企
業
家
に
對
す
る
資
本
增
加
の
源
衆 

た
る
斯
か
る
利
澗
は
如
何
^
消
費
豸
る
、
も
斷
じ
て
減
少
せ
ざ
る
所
の『

打
出
の
：小
槌Ic

w
id

o
w

v
c

rs
e

)

ビ

f

 

云
は
：る
べ
き
も
の
で
あ
ふ
。-
乙
れ
に
反
1>
、：：企
業
象
が
損
失.
^
蒙
：れ

-'.
其.
の
璧
紅
消
費
^
向
け
ら
：る
べ
き
迪
常
支 

出
^
切
詰
め
^
更
ド
上
み
多
額
の
貯
蓄
を
改
來
る
も
^
ょ
つ
：七
、
：斯
が
る•
損
^
^
:
囘
收
せ
ん
せ
す
る
揚
合
に
は
ノ
其
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ヶ
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融
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論
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就
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て
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1 

れ

だ

け
•
消
*
財
生
產
者
に
.

一
 
紅
の
負
擔
を
加.
へ
る
こ
ど
、
な
み
、..
假
令
貯
蓄
を
如
何
に
大
ど
な
す
も
、
そ
の

S

減

少

S

何

等

の

變

化

も

受

け

な

S

の

で

あ

る

。
故

に

利

澗

は

社

會

の

正

常

收

益

の

一

部

で

も

な

く

、

I
.

の 

J

部

で

も

な

い

の

で

あ

る

：。
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8

は
其
.
の
：時

の

» '
馨

情

の

：結

果

た

る

殘

金

收

益

'で
‘あ
つ

て

、
變

動

を

惹

起

す

々

原

因

で

は

な

い

。
并
し 

乍

ら

、
利

澗

が

1
.

度

發

生

す

る

や

、
.
此

れ

が

原

因

W

な

ぅ

て

、
他

の

事

情

を

發

生

せ

し

む

る

が

故

^

、
利

陴

は

現

資 

本

主

義

經

濟

制

度

の

下

^

於

て

は

價

格

變

動

の

原

動

カ

で

あ

る

。

之
ヶ
ー
.ン

ズ

が

利

潤

を

所

得

か

ら

分

*

し
た
る
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以

で

あ
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旣

R

罟

人

は

泔

赞

财

の

物

偾

水

準

の

決

定

を

論

じ

た

る

を

以

て

、
此

處

化

於

て

、
新

投

資

財

の

物

價

水

P

は
如
何 

に

し

て

決

定

せ

ら

る

、
か

を

說

明

し

ょ

ぅ

。

ヶ

丨

ン

ズ

に

依

れ

ば

、

菩

人

に

し

丟

の

所

得

の

幾

何

を

貯

？

べ

き

か

を

決

定

せ

ん

菩

る

場

合

、
ま
づ
其
の 

■&
;

介
? :
現
f t
の

汴

-a
k

费

し

，

殘

佘

の

幾

何

を

富

の

所

有

k

振

6

向
け
る
.
ベ

き

か

を

決

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

ハ

。
 

貨

幣

は

直

接

消

費

し

得

ざ

る

が

故

k

、.
.
消
費
せ
ん
ヾ

」

す

る

揚

合

に

は

、

必

然

的

k

消

費

財

を

購

入

し

な

け

れ

ば

な

ら 

な

い

。

之

^

反

し

、
貯

蓄

せ

ん

ビ

す

る

揚

合

^

は

、.

iE
k

決

す

べ

さ

要

件

が

存

在

し

て

ぬ

る

。
何

ん

ど

な

れ

ば

、
富 

は(

一〕

貨

幣
.
形

態

に

淤

‘て.

.%
又(1

1
.〕

貸

付

又

は

現

！
^
資

本

^

於

て

;%
等

し

く

、

之

を

所

有

し

得

る

が

故

で

あ

る

。
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^ 1
を

取

:0
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も

の
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貯

寶
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ズ

彥
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尤

呼

3

费
 

も

の
•
.?
:

投

資

- ?v
e
stin
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云
ふ
。、
即
ち
此
等
は
、
.

普
通
！

T

銀
行
S
金.：』『

有

價

證

券

』

の

撰

擇

笔1>
.本
論
ぜ
一
ら
：る

、
所
の
も
の
で

.
あ
る
。

註
一
三
此
處
に
於
け
る
胶
蓄

.
は
貨
幣
形
.
態
に
於
そ
貯
蓄
せ
ん
ミ
：す
る
も
：の
で
、所
謂
朌
蒂

.
筑
金
ビ
し
て
.
銀
行
；に
：预

け

人

れ

ら

れ

る

も

，
の
で
あ
る

0 

'■
此
の
貯
蒂
预
金
は
走
拂
ひ
の
爲
め
に

.
使
用
'さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
微
つ

-
て.
、
市
場
に
於
け
.
る
腿
買
カ
>」

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

0

独

「

四

.
此
の
場
合
、
投
資

W

は
葙
價
證
费
の

i

入
を
云
ふ
。
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.

害
人
が
貯
蓄
預
金
を
：な
す
は
、
絕
對
的
记
之
を
欲
す
る
の
で
は
な
く
、
只
其
の
時
の
有
僧
證
券
の
投
資
利
潤
S
比 

較
し
て
貯
蓄
预
金
を
撰
ぶ
の
で
あ
る
。：
而
し
て
將
來
の
利
得
如
何
は
、
有
價
證
券
^
あ
み
て
は
時
價
に
依
々
、
貯
蓄 

预
金
R
あ
ヶ
て
ば
、
利.
子
步
合
k
依
ぅ
、.
主

(£
し
て
影
響
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
從
づ
て
、
有
價
證
券
の
時
價
が 

著
し
く
下
落
す
：る
時
は
、-
貯
蓄.
預

金

：を

な

ず

：よ

ぅ

も

、
有
價
ー
證

#
を
勝
入
す
る
を
得
策
ど
す
‘る
が
故
に
、
有
價
證
券 

の
需
要
：增
大
し.
、.
其
の
價
格
：球
騰
貴
す
る
^
至
る
。
若
し
一
般
世
人
^
し
て
、
有
價
證
券
よ
6
.
も

貯

蓄

预

金

を

な

す 

者
、.
多
き
^
過
ぐ
名
時
は
ク
‘有
價
證
券
の
需
要
は
減
退
し
、
時
價
低
路
す
可
し
；ビ
0
も
、
そ
の
國
の
一
般
銀
行
が
公 

.
衆

く

反

對

，，の

立

場

を

採

.
久
公
衆
の
欲.
せ
ざ
る.
有
儐
®
#
5r
w
入
し
、

一
般
公
衆
の
欲
す
る
貯
蓄
预
金
を
增
加
さ
せ 

ん

か

、
，
有

價

證

券
0
時
價
低
落
は
全
然
發
生
し
な
い
の
で
あ
る
Q
從
0
1:
、
有
價
證
券
の.
價
格
平
準
の
下
落
は
、

一
 

役

公

：衆

の

f

弱
氣』

大.
：に

し

V
、 '.

銀
行
に
よ
4
貯
蓄
预
佘
の
增
加
が
、
之
を
充
分
相
殺
し
得
な
い
か
、
成

鈒

行
 

.
の

貯

蓄

預

金

：の
：收

縮

:̂
比
し
、:'
公
嫩
の『

强
氣』

大
な
る
乙

ど
を
指
示
す
る
も
の
ヤ
あ
る
。
此
の
故
に
、
投
資
財
の
實 

際
の
物
價
水
準
は
;:
:
'
'公
衆
;0
證
券
把
對
す
る
意
向
气
：1
般
鈒
行
の
、
之
^
對
す
る
態
度
如
何
の
綜
合
的
結
果
^
よ 

^
て

、
，
決

定

せ

ら

：れ

洛

も

の

.
で
あ
る
y 
c;s
: 
5從
つ.
て
、：，.1:

般
公
衆
の
希
望
す
る
貯
蓄
預
金
：の
高
く
、：：1

般
銀
行
が 

造
出
せ
ん.
乂
す
る
貯
蓄
預
金
：の
■»
ビ

が

^

一
.

农
る
時
は
、
其
の
物
一
價
水
準
が
，'當
時
^

一
 
般
投
資
广
如
ち
新
投
資
財
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て
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I

號
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参

に

消

費

■

物
價
水
雜
は

、

黯

生

産

費

，S

し
： .

て
、

全
く
公
衆
の
：貯
蓄
の 

I

ダ
，，生

馨

の

繁

財

生

產
|

綜
合
的
結
果
S

存
す
I

の.

I

き

S

合
5

S

屋
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て
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れ
る
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貯
帮
r

金
の
數
最(vo

lu
m

e  
o
f  sa

v
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g
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p
o

s^

'
分
し
乍
ら
欢
等
四
個
の
要
素
は
、「
次
の 
一一
_

素
狀
.槪
括
す
る.
乙.
ズ
が.
出
來
る
^̂
^̂

-5
.'.

比
蓄
汐
新
&
資
の
^
價
を
超.
過
す
る
；場
合
、

⑴

I

般
公
糸
の
办
粲
大
に
し.
て
、
鈒
行
が
公
衆
i
:
睛
券
，

V

買
入
れ
る
乙

ょ

て

生

：ず
る
’公
衆
り
if
餐

• 

1
1
^
.

1
^
^
 

V
 

-

.

1
 
I
s

レ
、
2
何
れ
の
揚
合
^
も

物

價

下

落

の

.傾

尚

2:
有
す
。
.

:

以
ュ
要-

ŝ
 

S

資
の
割
合
並
？

、'
生
產
S

何
等
の
：變
化
f

 
f

れ
ば
、'
消

嘗

S

價
k

f
 
:、

な
す
I

の
如
何
i

つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
1
般
飯
行
£

1

1

れ

の

■  

M

パ

”

投
資
財
の
價
格
|

は
、
公
衆
の
人
氣
、
即
I

f

f

對
す
る一

般
公
衆
^
性
向
如
何

.

e

一
 
着

S

投
I

の
：I

氷
I

 
8

資
I

る
i

期
間
後
、

$
償
|

む
I

P

豫

想

街

霞

水

f

、.：
此
等
：の

麗

れ
る

利
子
步
合ヾ

」

K
、
依
存
す
る
も

の
で
あ
る
。
從
づ
て
投
資
則
生
產
者
が
利
渊
を
#
る
か
、
损
失
を
蒙
る
，力
は 

將
來
物
價
^
對
す
る
市
場
激
測
、
及
び
現
在
^
於
け
る
利
子
步
合.
が
、
斯
か
る
生
牵
者
に
取
つ
て
、
有
利
^
變
動 

す
る
か
否
か
^
侬

存

す

る

：
ヴ

で

ぁ

っ

七

.
、
.'
':
消
费
財
生
產
者
が
、5
利
潤
を
得
る
か
否
か
^
依
る
名
の
で
は
な.
い
。(

註
一

註.
一.
五.
..
Key
't
Jes ;  .A

 Treatise  on.,  wconeyvd.  142 ..

.

註

l
《

''w
e

y
n

e
s

;ib
^

p
p

.I4
3

.J
4

4
:v

 

.

へ
 

評
一
七 

KeM
nes  r  ibid.,  p

.  142 .  

:
:

誅
ー
八 

ICeynes  ;.'ibid
.

プ jp..  
100
’r 

■
:

以
^
述
べ
长
る_
所
拎
依
れ
：ば
、.
貨
幣
靡
買
，*C

即
ち
消
©
財
の
：物
價
水
$

並
び
^4

般
■
價
水
準
：

W

：貨
幣
數
量 

並
：び
^
其
0
流
通
速
度
<

の
關.
係
ば
、
：舊
來.
の
貨
幣
數
量
說
代
就
い
て.
、.
普
通
世
人
：の
考
へ
：る
が
如 

の
に
非
ざ
る
：：乙
岑
を.
知
つ
伐
。
若
じ
鈒
行
の
«

習
並
び.
忙
營
業(

に
變
化
な
^̂

の
支
柳
高
、.
：
即

知

所

得

齊

ニ

並
：：

び
^
其
の
：生
產
高
ド
依
つ

：

て
f t
定
せ
ら
れ
、
貯
蓄
預
金
の
高
沃

に
ぃ
對
す
る
’1

般
公
衆
0
態
度
如
何
.̂

依
つ
，

V
.

決
定
せ.
ら

れ

：

る
。：：：

即

ち

：、
:'
貨

幣

數

：量

：
が

：

一 :

定
泾
す
：る
な
ら
；ば
、
個
人

の
所
得
率
せ
、
生
產_
高

、
：：及
ー
び

.
有
價
證.
券
の
價
狢
の
：：結
合
ぜ
る
も
の
せ
ば
ぐ
芷
枵
與
：.
：̂

し
:&
:、.
：賫
幣
要
：求
高
；̂: H

 

致
す
态
％:の
で(

あ
^
。：—

1:ー：九
>で

 

' 
一：：:-
1

•;
;

■
:
-

グ

：丨

シ

.ズ

は

觅

忙

--
す

べ̂

の
^
の
^
^
^

-

+

,

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

..
第」 U

:

十
六
：卷

：〈

六
睞
九°

ニ
«'
>
'
3
0
艮

界,
？

^
§
4
こ
1>
;
現
'は.
れ

；
た

名

ヶ

：：

1

ン'
ズ
ゾ̂̂ 

一.
！

11

五



.

,

(

六-
，
s
 

一

に

.
■

t

l

i

シ

ズ

：

.
の
：
翁

.

1

 

號 

r

一
一
六

券
:̂
對

し
"
て
、.

樂
«

的
で
も.
、：
悲
觀
的
で.
塵

く

、：

貯
蓄
預

金

■

て保
持
す
る
：預

金

に
：對
し
て.;

正
常.
な
る
高
を
保
持
し
、
且
つ
：貯
蓄
の
數
量
が
、
新
投
資
の
原
價
、
並
び
R
價
値
R
等.
し
き
時
R
あ
つ 

'て
は
、貨
幣
の
數
»

?
、
消
费
財
並
：び
^
、，1

般.
物
價
水
準.
ど
の
間
.代

準
も
亦
一1

倍
^
な

る

.̂
の
直
截
簡
明.
な
る
關
係
が
存
在
す
，る
も
の
^
な
す
。
.,
即
ち
此
れ
を
方
程
式
p
h 

w

 
+ I、

丨
Co 

を以
；.

て.
說
明
す
る
な
ら
ば
、：.
第
二
項
が
零
、
即
ち.
.s=

I、 "
r

馨

時

R
は
貨
幣
の
數
量
を
一
致
す
，ミ
。.

；

3 

仿
し
乍
ら.

抑
か
：る
單
純
直
*

f

數.
量
關
係
は
、
た

崖
.
上
^
^
 

生
ず
る

現
象
で
あ
る
。.

#
つ
て
、1

'

度
貯
蓄
の
數
量
气
新
授
資
の
數
量
蒸.
間
^
>
均
衡
を
失
し
、
且
づ
！
 

f

衆
の
T 

價
證
券
ま.
對
す
る
氣B

星

：動
を
生
ず
爲
は
、.v
_

w

物
價
水

貨
幣
取
引
數
量
並
び
k.
、
生
産
物
數
量
等
£

等
の
變
化
な
く

も

、
尙
肇
的
物
價
水
準
が
變
化
す
る
i

は
考
へ 

得
ら
れ
る
の
で
I

。
然
れW

、

か
、
る
均
衡
狀
態
は
、
只
I

上
£

て
の
み
可
能
で
あ
つ
て
、
I

社
會
に 

於
て
は
、.
或
る
も
の
k

1

つ
の
變
動
が
發
生.
す
れ.
ば
、
必
ず
他
の
も
の
、
中
論
動
を
生.
ず
る
も
の
で
あ
る
o
i
lS 

九 

K
eynes;  A

 Treatise  on  M
oney”

p.  
:6.

註 
ニ 
〇 

K
e
y
n
e
s;  

ib
id

o

 p*  

1
4
7 .

0
し

ヶ

I
V
ス
.は
か 
> 
る
變
動
の
中
^
あ
：つ
て
も
、
何
等
が
へ
の
方
策
を
講
ず
る
に
於
て
は
、
物
賀
水
準
は
其
の 

貨
幣
の
數
量
ビ
比
例
關
係
^
立
つ
も
の
で
あ
る
芑
論
述
し
て
ゐ
る
？

:

さV
、

1
=

I、U

 S

な
る
時
は
、
ケ
！
イ
ズ
k
依
れ
ば
、.
金
然
利
潤：

の
#
在
し
な
い
：時
で
あ
っ
て
ベ.
®
本
第
' 一

、
ft

ニ
方
程
式
の
第
二
項
は
零
で
あ
つ
て
、.

？

並

：
び̂
疋
は
« :
;
幣
所
微
ズ
均
* -
を.
保
つ
も
の
で
あ
る
。

.

今
婦
、
v t
? :
'
u

て
各
所
得
賴
金
の
總
®.
、
M

a

M

の
流
通
瘍
度
を
表
は
す̂

の
ど

せ

ば

、

W.
n
5
r
R
し
て
、

7： 
n
 p.=

 .

>̂<
卜

ビ
:%
る
。

V 
確
.1.
' 

. 

I 

• 

• 

•

'
次
^

^

、_

¥3
を
し
七
各
々
：

(

馨

预

金

、
s

;s)

事
業
預
金
、
■

一
 
i
並
び
に
貯
蓄
预
金(

璧

g

の
總
量
を
表

V 

ハ：：

:.
'-. .
 

ノ
：：'

.g
:=

M
:l

-l-M
2  +

 M
S
'

.':': :

ぐ

.

：
 

.

.

.
:

ぐ

：
.

 

- 

一

-

'

.

-

ノ

 

- 

.
■

::

R
し
セ..
？=
-
§-
は
次.
の
如
<
な
る
°

'

て 

P
I
: 
&
¥
' 

:
•
-

1.

0
: 

:
:
 

.

し
.,
C
 

■
■

 

-
-

ン

.

■

-1
/
 

:

V
1 (M

—
M
2

丨M
J

 
.

.
■
: 1

:«.

.

〇 

..

區
^
汾
は
预
金_

貴
に
對
す
る
現
金
預
金
§
5

)

の
割
合
を
表
は
し
、
V
は..
V I
、
V 2
が
各
々
所
得
預
金
並
び
^
、

*

 

-

 

.

事
業
预
金
の
速
度
を
表
は
す
時
、
現
金
預
金
の
平
均
速
度
を
表
は
す
も
のW

せ
ば
、

-
ト 

M
i

十 M
2=

.W
M

'r

M
iV

i

十1M
2
V

2
"W

M
V

'.

:

然
る
に
M
ll
i.

^
M 
I
. M

i

、な
る
を
以
て
右
式
は
次
の
如
く
變
化
す
る
。

、l
,=

'v
1
v
r
' 

へ
，

'
：

#■

ニ
.十
六
魯

、六.
五
：3

<
<

A
T
reati.se  on  M

o
n
ey  

*
'
わ

現

ゆ

れ
.
た

る'ヶ
1:
シ
へ
ズ
の
，
命

 

第
.四
號

一
三
七

ケ̂ 2^ ^ M e a n  レ:''、'



•

齊
ミ

1
)

卷
：
e

l

i

t

ミ
i

f

 
§

面

e
y
r

に
現'
は
れ
た
る
ケ’

ン
ズ
の1
.

1

に
就
い
で
：
笫
四
歡 

一一二八

M,
<
=
M
h
<

】 (

<l
1

ご

' ..
' 

t 

f

レ 

_ 

ご

,'
o 

Y
1

Y
「

.

:

‘

尙
方
程
式
P

H

ON

の
變
形
た
る

•  

'p
〇

"
M

iv
l

、
 

.

;;
:

は
フ
ィ
ッ
ジ
f

の
方
程
式
：'

,

:

'

、
”

^̂̂̂

P
T

=
M

V

ビ
全
く
同
じ
關
係
を
持
つ
o
併
し
此
の
場
合
、
フ
ィ
ッ
シ
ャI

の
方
程
式
中
に
於
け
る
T

は
、
生
産
物
の
數
量
を
表
示 

す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
取
引
數
誉
表
示
し
、
ケ

ム

ズ

e

方
程
式
k

あ
つ
て
o

は
萎
生
產
誉
表
示
し
て
ゐ
る
。

尙
M

、
V

編

金
2

具

S

管

S

す
時
，

f

 S

2

美

s

f

表
し
て
ゐ.
る
。

8

1
1

6

ケ
ー
ン
ズ
が
预
金
を
分
ち
て
、
所
得
預
金
、
事
業
預
金
、並
：び̂

貯
蓄
预
金
に
»

分
せ
る
は
、各
々
其
の
預
金
の
種 

類
に
侬
々
、
：共
の
.

速
度
を
異̂

す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
れ
は
此
れ
に
ょ
つ
て
、

一
層
、.貨
幣
ど
財
貨
ど
の
關
係
こ
依 

つ
て.
、
物
，價.
泳
雄
を
规
定
す
る
法
則
を
疋
確
に
認
識
せ
ん
‘

ミ
し
た
の
で
あ
る

，々

.

.
 

s

i
 

I
:
.

所I

金I

各
人
がI

を
受
取
り
、f

l

の
た
め
に
支
出
す
る
ま
でS

に
は-

職
業
にf

て
兆
の
蒙
る
は
勿
論
で
あ 

衾

、
巧
ニ
定
の
撕
間
が
あ

る

。此
の
S

裰

中
、
I

の
目
的
の
爲
め
に
餅
行
S

け
入
れ
た
美
金
を
所
# ;

放
金
美
ふ
o

從
？

、
斯
か
る
预
金
の

て
減
少
す
る
I

で
あ 

ケi

ズ
は
此S

金.
の
中
に
，
銀f

取
引
關
係
碁
し

舍-
さ
せ
て
ゐ
る
。
へ K

e
y
n
e

wlJ-A

 

T
re

a
tise  

on  

m
o
n
ey,  p

.  

34.  

4
3
.)

■
 
®
l
!
r_

^
-m
^——

2J
f
^
,
、
^
5 t
ic
A
a

_̂
-
^
^
Â
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從
つ
て
、
中
央
銀
行
は
、
そ
の
與
ふ
る
鈒
行
信
用
の
數
量
ど
其
，の
利
率
を
調
節
す
る
，i

:̂
^
ょ.
つ.
て
、
必
然
的
に
、嗜 

來
の
：生
；產
够
^
對
げ
漱
體
的
支
出
、.
從.
つ
て
、
其
の
生
產
數
量
を
支
配
す
る
こV

が
出
來
る
o 
.

銀
行
は
、
砮

利

率

益

ハ

の

數

量

を

靈
す

る

依

々

、
投
資
の
價
■.

.

左
右
し.
得.
ベ
く
、
叉
生
雀
者
り
*
 

益

は

：投
資
の
價
霖
ゼ
貯
蓄
の_

合
此
1
つ
ザ
決
定
せ
ら

る

の

：ず
あ
；a:
。
；.K
に.
企
業
家
：が
生
產
要
素
■

し
て 

支
拂
ふ
報
®

の
大
少
は
、
蓮

家

が

收
S

、
あ
る
編
の
多
少.
S

0

て
定
1

5

で
I

。：
而
し
て
、
社
#
 

の
在
產
操
の
物
價
氷
準.
は
::
'
逢
產
要
素：

の*

:^
の
平
均
利
^
$:
*»
へ
た
も
の
で
あ
る
o 

;
之
を
略
言
す
れ
ば
？
生
產
物
全
體
め
物
«

水
雒
は
、能
率
所
得
を
中
心
^
し
文
動
播
す
る
名
の
で
あ
'つ
七
.、其
の
變
功 

は

一

k
鈒
行
政
策
の
如
何
^
從
つ
て
、即
ち
投
資
の«

値

が

股

蓄

5:
超
過
ず
る
か
杏
か
^
ょ
つ
て
決
足
す
る
も

の 

で
あ
る
。
若
し
銀
行
が
、
與.
ふ
る
信
^

條
件
を
調
節
し
‘

資
の
價
德
ぶ
、貯

言

數

量
|

等
*

|

し
め
得
る 

な
ら
ぼ
、へ$

方
程
式
の
第
：二
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!
^
は.
零

芸

办
、.
全
體
£

丈
物
業

準̂
^

所
得
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に
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一
致
す
る
鐘
る
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し
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條
件
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大
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し
て
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水
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時
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物
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條
利
ヵ
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儒
し
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氷
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ヒ

I
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致
す
る
ま
で

:̂斯
か
る
動
搖
は
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續
す
る
も
の
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あ
る
。
然
る
に
、
之
k

反
し
、
信
用
條
件
が
嚴
要
し
て
、
均
翁
水
準
を
亂
さ
ん
か
、
物
價
は
鐘
し
、
企
業
家
は

之
を
以
：て
見
れ
ば
、
ヶ
彳
ン：

ズ
の
景
氣
變
動
論
は
、
結
，局
、
斯
か
る
均
衡
水
準
を
中
心
喜
る
、:
信
用
條
件
變
動. 

め
結
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の
表
現
R
過
ぎ
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l
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濟
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需
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が
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等
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ぅ
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濟
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；.
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：：
、
；金

：、の

在

高

-̂
依

つ

て

；
、

最

氣

變

動

? :
：課
明
し
一
て
：ね
る
。
：被
れ
に
侬
れ
ば
、
恐
慌
な
る
現
象
：は
、
生
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過
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ょ
々
生
ず
^
^
非

ず
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全
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の
不
姐
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來

-5
ネ
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な
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力
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退

を
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の

原

因
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見

て
 

ゐ
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彼
登.
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陳
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貲
幣
#:
^
メ
の
み
觀
察
し.
^
奢
^
年
武
前
年
度
0
金.
現
在
高
の
：；

： 11

一̂

が
新
^
附
加
せ
ら 

石
、
康
^
ぼ
;:
:
'貨
幣
侧
ょ
々
§
物
«

水
华
纪
對
す
る
影
響
は
排
除
し
縣
::
:

&
取
る...？
述
：べ
^
ゐ
；る

。

更

け

、
：
：ヵ

ス

セ

ル
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為.
以
後
の
世
界
金
«

辩
樣
到
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所
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の
三
^

を 
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當
然
恐

S

W

到
來

す

^

云
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:

然
ら
ば
、.

ク
：ス
的
：立
場
权
犮
：つ
も
の
今
恐
«

现_

の
說
明
は
如
何
；。
，.マ
ル.
^
ス.
は
、.
恐
憐
を
生
產
過
剩
k
求 

め
て
ゐ
る
。'
Ir
l
J
^
lt
:
其
の
前
提
：は
，
資
本
め
蓄
積
た
る
^

客
は
.，
今
«

論
ず
：る
嗓
で
^
.な
1/
'
:自
明
の
運
：で
あ
'る

。

從
 

つ

て

，
、

彼

れ

は

：

:<
]:
れ
ば
資
本
が
蓄
積
せ
ら
る〜

結
：果
、
經
濟
恐
懢
--
5:_

起
:(
>
> :必
然
的
に
資
本
主
義
社
會
が
崩
壊
す 

る
：ビ
な
ず
：'
:
?
從
つ
て
其.
の
前
提
，た
る
資
本
塵
積
、.殊
R
彼
れ
の
W
生
產
の
表
式
が
問
題
i

つ
て
來
る
の
で
あ
る 

が
す
論
文
は
た 
<
カ',
、
.
セ
ル
、
マ
ル 
>.

ス
の
最
氣
變
動
論
の
梗
：槪
の
み
を
極
く
筒
取
レ
述
べ
る
^
ど
く
め
、
®L
k
ケ

リ
ン
ズ
說
の
討
究
を
續
け
ょ
ぅ
。
 

、

;:
ヶ
丨
ン
ズ
は
最
氣
變
動
をr

純
然
た
る
"金
融.
現
象
I

し
て
取
彼
：ふ
、
ホ#

ト
レ
：ィ
の
說
の
：誤
謬
な
る
こ
ど
を
指
摘 

し
て
ゐ
る
。
即
、
ホ
ォ
ト
レ
ィ
：̂
從
へ
：ば
、：.
大
體
は
於
て..で
景
氣
變
動
は
、
へ
次'
2
ヲ

^

マ
、
2
;)

景
氣
變
動 

な
る
現
象
0
沖.
に
あ
つ
て
，
：»1
察
可
猫
な
マ
必
要
^

^
て
.、真
 

即

ち

信

用

變

動

で

.
あ 

'

ノ(

:̂〕

此
：
等
.
、
：
へ
现
象
：
の

»
_

«

味
、
純
粹
な
る
金

■#
夕
て
、
，
ホ.
ォ
ト
レ
ィ
の
最
気
變
動
R
關
す
：务
根
本
的
宥
察
は
^
信
用
の
伸
縮
が
景
氮
の
變
動
ぉ
支
配
す
る
ど
云
ふ 

こ
ど
で
；あ
る
。
即
ち
、
彼
れ
水
依
办
媒
、，：景
氣
：
.
の
疆
動
：は
5

生
す
る
^

'a：
す
。：

從.
つk
、、
ン
娘
#

の

樣

氣

理

論

：
の

謙

心

は

：
、
：：
：
土

»

の

說

明
_

あ
6

ず
^

故

に

、

」

此

の

說

、
の

特

色

€:
も
；
考'へ
ら
^
べ_

苓
の
は
'̂

事
情
^
隹
存
オ
多
ネ
0
^

あ
/#
ズ
沄
^
儒
^
あ
石
:̂
即

-?
>_

物
價
の
#
I

、'
利
澗
の.
低
減
を
誘
致.
す
る
>」

衣
し
、景
氣
變.
動
：の
原
因
:-
？:
純
粹
な
る
金.
融
現
象
：

w

見

て

ぬ

る

o

'.
.靡
三
>\
'
:
ホ
ォ
、
个
十
ィ
タ
景

_
_

動
廣
の
驶
槪
身
艰

:̂
.简
軍
に
観
明
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.
;方
ト
レ
ィ
本
依
れ
ば
、
景
氣
の
絕
顶
に_
於
て
は
、
銀
行
の
顶
命
^
備_

が
、：英
大
な
る
货
出
の
結
粜
、極
度
：ま'で_
他
诚
す
.る
;0
俳
し
乍
ら
、

-

鈕
行
は
、
無
限
に
'
利
潤
を
逐.
つ
て
®
出
を
摘
服.
す
る
はI

取
も
危
險
な
る
を
：以
て
、.
營
利
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